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　計算科学や情報工学の分野は， 年から 年後には
どんなになるのだろうか．「漸進的に進歩するという研
究者もいるが，そうではないんだ．深遠で刺激的挑戦
が残っているんだ」という思いで，バージニア大学の

と の両教授は，表題のテーマの
コンファレンスの開催を呼びかけ，昨年の 月下旬

に開かれた． 年， 年， 年先を想定して，誰もが
認める重要な研究挑戦は何か，計算機科学を超えて社会
的インパクトの大きな成果が得られるものは何かを探り
出そうということである．
　 年以上も前の話なので，旧聞に属するかとも思われ
るが，いろいろな意味で参考になると考え採り上げた．

◆ とは

　知らない人のために について簡単に紹介する．
詳しくは ページを参照のこと．
　 は のことである．

年代に から派生した （
）が起源で， 年代半ばに （

）になり， 年に現在の名前になった．
全米の大学の計算機科学科や計算機工学科とコンピュー
タ関係の企業を会員とする団体である．大学の学科長が
集まって， 教育や就職関係の情報交換を行ったり，企
業と協力して連邦政府に 関連の科学技術政策の提言
を行ったりしている． 年ごとに夏のスノーバードで定
例の会議を行っており，最近では 年 月に開催さ
れた．現在の会長はジョージア工科大学の 教授で
ある．私どもの研究所も最近会員になった．
　この 会議の内容に関しては，
昨年の の定例会議で報告されていたが，会議に参
加していた私にはあまり印象に残っていない．後で触れ
るが，使われているキーワードがあまり刺激的でなかっ
たからかもしれない．たまたま今年の春，別件で米国工
学アカデミーの総裁である 教授と面談する機会が

あり，そのときこの会議が話題に上った．そこで研究所
に帰って，会議の内容を で調べ，なかなか面白い
ことが分かった．

◆会議の構成

　ワシントン とバージニア大学のあるシャルロッテ
ビルの間にある小さな町ワレントンで会議は開かれた．
仕掛け人は先に述べたバージニア大学の 人であり，組
織委員会は 教授を委員長に 人で構成された．仕
掛け人の他に， 専務理事の 博士， ワ
トソン研究所の 博士，ペンシルベニア州立大
の 教授，ワシントン大学の 教授，
バークレーの 教授，ブランダイス大学

教授， ケンブリッジ研究所所長の
博士である．

　この会議は，科学の分野で有名な
を意識し，計算機科学で同様の役割を目指し

ている．そして，情報発信の相手先は，技術者コミュニ
ティ， 企業，未来の計算機科学者，一般大衆，研究ファ
ンド提供者などを想定している．
　会議への参加者をどういう基準で選んだのか興味が
あるが，著名なシニアな研究者が多いが，活動的な若手
研究者も加えている．また大学だけでなく や な
どの企業からも幅広く選んでいる．総勢およそ 名が
集まった． ， ，ベンチャーキャピタ
リストの など錚々たるメンバが参加してい
る．参加者全員の名前は ページで参照できる．
　 と違い，参加者は各自
ページ程度のポジションペーパーを提出するよう義務
付けられていた．それらの内容もなかなか面白いが，こ
こでは会議での議論とその結論を中心に紹介する．
　会議は，コンファレンスというより，ワークショップ
という感じだ．初日は，主催者の挨拶の後，科学ジャー
ナリストの による基調講演があり， 日目
には， から世界的な技術展望のまとめや の

のデモが行われた．また は議論の基
となる将来の社会情勢や技術のベースラインを示した．
続いて，並列セッションに入り，グループに分かれてブ
レーンストーミング中心の議論を行った．その結果を全
員に発表し，セッションの追加や変更，ブラッシュアッ
プなどを行った．各グループで最終的な挑戦テーマをま
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とめ，その発表を聞いて，参加者全員の投票で つの
挑戦テーマを選んだ．
　論客の多い参加者をグループとしてまとめて，うまく
最終的な結論をまとめる役割を担った人はさぞ大変だっ
たろうと想像される．

◆選ばれた大いなる研究挑戦テーマ

　議論の結果 つのテーマがまとめられ，投票で最終
的に選ばれた挑戦テーマは以下の つである．
・ ：大惨事の緩和，救助，復旧を助けるユビキ
タス・コンピューティング
社会の安全を守るため予防措置，あるいは大惨事が
起きたときに救助活動，復旧活動などを迅速に効率
よく実現するユビキタスな情報ネットワークシステ
ム．現在研究開発が進んでいるモバイル技術，マル
チモーダルなセンサ技術などを使い，非常事態に簡
単に構築できる柔軟な情報ネットワークシステムを
実現して，危機に備える．

・あらゆる学習者向けの教師：学習者中心のスケーラブ
ルな教育
の進歩を利用して，個々の学習者の特性を尊重し
た効率のよい学習システムを構築して，教育レベル
の向上を図る．社会の底辺層の教育向上を意識して
いる．なぜ， が学習に活かされないかを分析し，
認知チューター，シミュレーションベースのモデル，
集団，ゲーミング，コラボ技術などの研究開発と実
践を行う．

・信頼できるシステム
社会のインフラとして人々はますます情報システム
に依存しているので，故障がなく，安全で，信頼でき，
確信できるシステムの構築．および，現金レスでの
社会サービスや，いつでもどこでも個人に適した医
療ケアサービスが実現できるシステムの構築．

・認知的な助けによる個々人の能力と生産性の増強
年で社会全体の生産性を 倍にし，特に問題とな

る仕事については 倍から 倍の生産性向上を
目指すために，プログラム・エージェントや機械ロ
ボットを認知システムに転換して，人とチームを組
んで仕事ができるようにする．そのための認知シス
テムに転換する技術やチームを組む技術の研究開発．

・複雑さの克服：数十億個の要素からなるシステムの構築
電子回路から地球スケールの分散システムに至る
計算機アーキテクチャのすべてのレベルを定義し直
し，複雑さの壁を克服でき，頑健でスケーラブルで，
長く存続できるシステムを構築すること．課題とし
て，多くの簡単であまり信頼できない部品を用いて
複雑で組織化された動作をさせること，複雑なシス

テムでもユーザや管理者や設計者にとって簡単なシ
ステムをつくることの つを挙げる．自己組織化，
自己適応化，再利用などのバイオシステムに使われ
ている機能を利用する．

　うまく日本語に訳せていなくて申し訳ないが，それを
差し引いても，これまで頻繁に採り上げられ議論された
テーマとあまり違いなく，特に「大いなる挑戦」という
印象はあまり受けない．もちろん，それぞれ重要なテー
マであり，実際にシステムを実現し，社会に受け入れら
れるようにするのは，大きな挑戦である．短い会議の間
では技術的議論に踏み込む余裕がなかったようだ．
　注目されるのは， つのテーマのうち つが，システ
ムの信頼性やセキュリティに関するものである点であ
る．有名な レポートや連邦政府の 計画で強調
されてきた情報システムの脆弱性を改善する話が再現さ
れている．同時多発テロ以後であるための影響もあるか
もしれない．

◆それから

　会議の後，組織委員の 博士が反省点をまとめ
ている．会議の名称とシステム研究に焦点を当てたこと
とのミスマッチ，会議を国際的にする必要，若手をもっ
と参加させる，研究ファンドの取れそうなテーマとの意
識がちょっと強すぎた，大いなる研究挑戦にもライフサ
イクルがあることを考慮する必要あり，等々である．
　どれももっともな意見である．論客であるそれぞれの
参加者のポジションペーパーには，なかなかよい提案が
あるのに，それが活かされていない．尖がった個人があ
る程度突っ走る必要があるのかもしれないが，システム
として実現を考える場合はなかなか難しいのも事実だ．
　情報システムの信頼性を高める基礎研究をする研究
者が米国でも決定的に不足していると 教授は嘆い
ていた．研究費の重点的な配布など政策的な誘導がど
うしても必要で，ぜひやりたいとのこと．また，今年は
月にセキュリティ関係の話題で会議を計画している

ので，日本から英語で活発に議論できる論客の参加を期
待していると聞いた．日本から情報発信することが大事
だ．我こそはという若い人が出てくることを期待したい．
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